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え
ら
れ
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に

向
け
て
努
力
し
ま
す
。

問

朝
の
読
書
運
動
の
取
り
組

み
状
況
を
伺
う
。

教
育
長

「
朝
の
読
書
」
は
普

及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
全
校
一

斉
の
読
書
活
動
は
、
市
内
の
12

小
中
学
校
の
う
ち
、
11
校
が
実

施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
始
業
前
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

ま
た
、
読
書
を
促
す
方

策
の
１
つ
と
し
て
、
小
学
校
で

は
「
読
み
聞
か
せ
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

◆
少
子
化
対
策

問

笹
引
小
学
校
の
児
童
ク
ラ

ブ
の
設
置
は
い
か
が
か
。

市
長

未
設
置
学
区
で
あ
る
笹

引
学
区
は
、
笹
引
小
学
校
の
校

舎
内
に
平
成
19
年
６
月
開
設
に

向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

問

子
ど
も
の
居
場
所
作
り
と

し
て
、「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

が
来
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

が
、
本
市
と
し
て
の
取
り
組
み

は
い
か
が
か
。

教
育
長

す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
を
対
象
と
し
て
、
安
全
・
安

心
な
子
ど
も
の
活
動
拠
点
を
設

け
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
図
る

た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

な
ど
、
地
域
の
方
々
の
参
画
を

得
て
、
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に

勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活

動
・
地
域
住
民
と
の
交
流
活
動

等
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
各

学
校
の
空
き
教
室
等
を
利
用
し

て
、
す
べ
て
の
小
学
校
区
で
実

施
す
る
な
ど
の
方
針
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
将

来
の
実
施
に
向
け
て
、
学
校
及

び
関
係
機
関
と
協
議
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
新
任
期
の
市
政
運
営
の
抱
負

問

こ
れ
か
ら
の
本
市
の
行
財

政
運
営
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

市
長

引
き
続
き
節
減
合
理
化

を
推
進
す
る
と
い
う
基
本
姿
勢

に
立
ち
、
歳
入
面
で
は
市
税
等

の
確
保
、
受
益
者
負
担
の
適
正

化
の
推
進
、財
産
の
有
効
活
用
、

そ
の
他
、
新
規
事
業
を
実
施
す

る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

既
存
事
業
で
も
事
業
内
容
の
見

直
し
な
ど
に
よ
り
、
補
助
採
択

を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、
積
極

的
に
国
・
県
補
助
制
度
の
活
用

を
図
る
等
、
財
源
の
確
保
に
努

め
た
い
。

ま
た
、
歳
出
面
は
、
適
正
な

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持

す
る
こ
と
を
前
提
に
、
今
般
、

市
長
選
挙
で
掲
げ
た
政
策
及
び

総
合
計
画
を
踏
ま
え
て
の
施
策

の
厳
選
に
努
め
、
効
率
的
な
行

財
政
運
営
を
実
施
し
て
い
き
た

い
。

問

八
街
駅
北
側
土
地
区
画
整

理
事
業
の
完
成
と
地
区
内
に
予

定
さ
れ
る
文
化
セ
ン
タ
ー
等
の

建
設
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。

市
長

文
化
的
施
設
の
機
能
、

規
模
、
施
設
の
構
成
な
ど
か
ら

な
る
建
設
基
本
計
画
の
策
定
及

び
建
設
費
用
、
維
持
管
理
費
用

な
ど
財
政
面
の
課
題
に
つ
き
ま

し
て
、
区
画
整
理
事
業
の
進
捗

状
況
や
排
水
設
備
の
整
備
状
況

な
ど
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

さ
ら
に
検
討
を
進
め
た
い
。

問

通
勤
通
学
の
利
便
性
向
上

の
た
め
の
快
速
電
車
等
の
増
発

や
榎
戸
駅
東
口
新
設
を
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く

の
か
。

市
長

山
武
市
、
酒
々
井
町
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
早
期
に

実
現
で
き
る
よ
う
Ｊ
Ｒ
側
と
引

き
続
き
協
議
を
進
め
た
い
と
考

え
い
る
。

ま
た
、
榎
戸
駅
東
口
の
開
設

な
ど
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、
関
係
各
方
面
と
連
携
の

も
と
、
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
側
へ
の

交
渉
、
要
望
を
よ
り
積
極
的
に

進
め
た
い
。

◆
子
育
て
支
援

問

医
療
費
助
成
、
児
童
手
当

保
育
料
を
含
め
た
「
手
当
の
充

実
」
に
今
後
ど
の
よ
う
に
計
画

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

市
長

現
行
の
保
育
園
の
保
育

料
は
、
同
一
世
帯
か

ら
複
数
の
入
所
児
童

が
い
る
場
合
に
は
、

２
人
目
が
２
分
の
１
、

３
人
目
が
10
分
の
１

減
額
し
た
保
育
料
と

し
、
子
ど
も
を
育
て

る
親
等
を
支
援
し
て

い
る
。

乳
幼
児
医
療
費
は
、

来
年
度
か
ら
通
院
の

助
成
対
象
年
齢
を
１

歳
引
き
上
げ
て
、
３

歳
未
満
児
か
ら
４
歳

未
満
児
に
改
正
を
予

定
し
て
い
る
。

◆
防
犯
体
制
の
充
実

問

児
童
・
生
徒
の
登
下
校
を

守
る
具
体
的
な
取
り
組
み
は
ど

う
か
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
運
行
し
て
長
距
離
通
学
の
児

童
・
生
徒
へ
の
安
全
性
・
利
便

性
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

教
育
長

登
下
校
を
守
る
取
り

組
み
は
、通
学
路
の
安
全
点
検
、

各
学
校
区
を
中
心
と
す
る
危
険

箇
所
の
確
認
と
防
犯
マ
ッ
プ
の

作
成
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
に
よ
る
学
校
訪
問
、
地
域

で
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
学
校

安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
）
活
動
の
充
実
、
各

学
校
に
お
け
る
防
犯
教
室
の
開

催
、
防
災
無
線
の
活
用
等
を
実

施
し
て
い
る
。
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